


解決できる範囲を広げる
試験室やオペレーター，配車係などと比較して，

工場ごとに人員体制や業務内容に差が出るのがプラン

トメンテナンス係。ほかの仕事との兼任であったり，

専任の担当者を置いても１～２人であったりというこ

とも多いのではないか。そんななか，河島コンクリー

ト工業ではプラントメンテナンスの専任として小幡浩

透製造二課長，小林大輔氏，マニッシュクマール氏の

３人が配属されている。

「約30年前から専任のプラントメンテナンス係を配

置するようになった。それまでは，出荷終了後に手の

空いた社員が集まって具合の悪い箇所を修理していた

が，故障が頻発するようになり，安定納入に影響が出

ていたことから，保守を専門とする部署を立ち上げ

た。弊社は夜間出荷を行っており，シフト制での勤務

に対応するため3人体制としている。また，技能継承

や大がかりな修理などで人手を要することもあるため

過剰であるとは感じていない」（河島社長）

主な業務はプラント・機械関係のメンテナンス・

点検・清掃・故障時の修理といった一般的なものが中

心であるものの，車両の整備，備品の保守管理，作業

性向上のための設備改造なども行う。

創意工夫で効率化
河島コンクリート工業

チームワークで安定操業を守る
河島コンクリート工業（東京都板橋区）のプラントメンテナンス班の仕事は，メンテナンスにとどまら
ない。車両の整備や創意工夫による設備の長寿命化を通じて，効率的な工場の運営に貢献する。河島慎吾
社長は「彼らはわが社のガーディアンだ。安定的な操業に貢献してくれているほか，会社の風紀を守るため，
きめ細かなところに目を光らせてくれている」と話す。

左から小林大輔氏，小幡浩透課長，マニッシュクマール氏
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小幡課長は「３人いることで，仕事の幅が広がっ

た」という。洗濯機などの備品が壊れた際の分解・修

理のほか，協力会社の車両に不具合が出た場合にも，

できる範囲での修理を手掛けている。直近では，割れ

たバックミラーの交換やパンク修理なども行った。

「修理工場に車両を預けると，移動や待ち時間などで

ロスが発生し，繁忙時には出荷に影響することもあ

る。なるべく自分たちで解決できる範囲を広げてい

る」と小林氏は話す。

コスト削減の課
当然ながらメンテナンスも万全に行う。「機械がい

きなり壊れるということは少ない。故障する前には悲

鳴を上げてから止まるので，異音を聞き分けること

が，とても重要。プラントを止めないためにも，いつ

もと違うことになるべく早く気付かなくてはいけな

い。稼働している状態でなければ気付けないことが多

いので，周辺を清掃しながら耳で点検する。日々の違

いに対して目や耳を配る専任の担当者がいる意味はこ

こにある」と小幡課長は強調する。

また，そのうえでいざという時の備えも万全にす

る。故障は繰り返す可能性が高いことから，予備部品

の管理を徹底。何かが起きてから部品を注文したので

は，メーカーの対応や在庫状況次第で待たされること

になる。「異常を発見したらなるべく早い段階で予備

と交換している。部品を購入するとコストがかかるた

め，故障した部品は自分たちで修理してまた予備とし

て保管して使い回す。我々の部署はコスト削減のため

の課なので，経費節約をモットーに取り組んでいる」

設備改造で高効率化・長寿命化
また，機械の長寿命化を図ることもリスクの低減

につながる。同社では，導入した設備に手を加え，よ

り使い勝手を向上させる取り組みも行っている。例え

ば，ベルトコンベアの回転数を減らせれば，故障リス

クの減少につながる。そのために，それぞれのローラ

ーに複数の金属の棒を溶接して回転数を下げている。

脱水機の濾布を洗浄する高圧洗浄機の圧力を上げ，濾

布の長寿命化も図った。

なかでも画期的なのが，攪拌水槽のシャフトにス

ラッジが付着するのを防ぐための工夫だ。スラッジ水

には未水和生成物や骨材微粒子を含む固形分（スラッ

ジ固形分）が含まれており，攪拌の際に固形分がシャ

フトに付着して固まってしまう。固形分を放置してお

くと100㎏程度にまで肥大化することもあり，攪拌機

のモーターに大きな負荷をかけることになる。頻繁に

掃除をしてシャフトの固形分を取り除くこともできる

が，作業負担が大きくなる。そこで，小幡課長は水槽

上部のメッシュ床に金属製のワイヤーを溶接すること
写真－１　攪拌水槽のシャフトと設置したワイヤー

水面が上昇するとワイヤ―がシャフトに引き寄せられ付着を防ぐ

設置したワイヤー
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で，シャフトに付着した固形分を取り除くことにし

た。液面の上下に従ってワイヤーが回転するシャフト

に引き寄せられて接触し，付着を抑えるという（写真

－１）。「付着物を完全になくすことはできないが，清

掃の頻度はかなり下げられる。当初は浮き輪をシャフ

トに取り付けることで，同様の対策が行えると思って

いたが，浮き輪は破れやすく交換が必要になったこと

から，骨材サイロのレベル計に使われていたワイヤー

を再利用して取り付けている」

このほか，セメント受入用の圧送管のベント部を

鋳物で製作。圧送管のベント部はコーナー部の内側が

弱く，使用しているうちに摩耗し，通常１年程度で穴

が開いてしまうが，コーナー部に厚みを持たせる形状

の工夫と，通常の10倍の強度を持つ金属を使用する

ことで「半永久的に壊れないベント部」を実験的に制

作し設置した（写真－２）。

これらの取り組みは工場の運営の効率化を目的と

した「創意工夫」によるもの。「３人で意見を交わし

ながら作っている。これまで年に１度交換していたも

のが２年に1度になったりすると成果として感じられ

て面白い。社長も後押ししてくれるため，挑戦しやす

い環境にある。こうしてできたものが生コン業界全体

の効率化に活かされれば良い」（小幡課長）

教訓を生かす
設備管理を徹底していても故障は起きる。小林氏

は「電気設備関係など，普段開けない箇所や音以外で

異常のサインが出るところを事前に察知するのは難し

い」としたうえで「ただ，故障原因が分かったら，同

じ失敗を繰り返さないよう教訓として次に生かしてい

る」と話す。以前，漏電により停電した際は，メイン

のブレーカーから枝分かれした先で漏電が起き原因究

明に時間がかかってしまった。これを受け，ブレーカ

ーから細かく配線を分かれさせ，どの箇所に異常が起

きているのかすぐに分かるよう対応した。

河島社長は「経費削減や工場の安定運営など会社

のことを考え発展させ続けてくれていることがとても

ありがたい。保守だけでなく，他の社員にヘルメット

着用を促したり，節水を求めたりと，風紀委員のよう

な役割も担ってくれており，とても心強い」と述べ

る。小幡氏は「今後も安全面を徹底しながら安定した

工場運営に努めていく。今チームワークがとても良い

ので，後輩たちが楽しんで仕事を続けていける環境づ

くりを続けていきたい」と意気込んだ。

写真－２　鋳物で制作したベント管（左 2本）と通常のベント管（右２本）。接合部やコーナー部の内外を補強している
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